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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 25 年５月 15 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお

知らせいたします。 

記 

１． 修正の内容 

平成 26 年３月期第２四半期累計期間 個別業績予想の修正（平成 25 年４月 1日～平成 25 年９月 30 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益

前回予想（Ａ）  

3,000 100 30

 

19 

円  銭

1.70

今回修正（Ｂ） 3,550 240 200 125 11.17

増減額（Ｂ－Ａ） 550 140 170 106  

増 減 率(%) 18.3 140.0 566.7 557.9  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 25年３月期第２四半期） 

3,316 85 23 13 1.21

 

２． 修正の理由 

当第２四半期累計期間における社内で管理している粗利益ベースの受注状況は、オフィス事業での事

務所移転やＣＭ事業での建物の新築・改修の需要増加により、過去最高であった前年度を上回る見込み

となりました。 

売上高と各利益面は、工事進行基準における進捗や工事の竣工が予想より増加したことにより、当初

予想を上回る見込みとなりました。 

販売費及び一般管理費等は、ほぼ予想通りに推移する見込みでありますが、上半期に見込んでいた営

業外費用 30 百万円の発生時期が下半期にずれ込んだこと等によって、経常利益の増加額が営業利益の増

加額に比して高くなる見込みとなりました。 

なお、平成26年３月期の通期業績予想は、今後の受注状況を踏まえて判断する必要があることから、

現時点においては平成25年５月15日に公表したものからの修正はありません。 

 

（注）上記の業績予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき算出しておりますので、実際の決算数値

と異なる可能性があります。 
 

以 上 


